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書評
　　伊藤セツ著
『クラーラ・ツェトキーン
―ジェンダー平等と反戦の生涯―』
（御茶の水書房　2013 年）
掛川　典子
　昭和女子大学女性文化研究所元所長で本学名誉教授の伊藤
セツ氏が、ついにライフワークであるクラーラ・ツェトキー
ン研究の決定版を出版なさった。心からこの研究書の完成を
祝いたい。本文だけでも 912 頁、文献リスト、年譜・関連年
表、人名・事項索引、系図・地図を入れて 1024 頁、「はしが
き」、目次等も入れて全体で 1058 頁にもなる大著であり、冷
静に慎重に周到に吟味を重ね、抑制した筆致で記述しきって
いる。簡潔に紹介するのは至難の業といわねばならない。
171 枚にもなる写真は、初めて見るものが多く、過酷な時代
の登場人物の生きた証と思え、収録されなかった他の写真も
ぜひ見たいという気持ちを抑えがたかった。圧倒的に男性で占められた政治の舞台にク
ラーラが存在し、書き、演説していたという事実を示す写真の数々。ヨーロッパ人である
クラーラのアジアの女性たちとの連携を示す写真。著者が自ら訪れまた長年の海外の研究
者との交流によって、丁寧に収集した膨大な資料・文献を基に著されたこの大著を、しか
し評者は特別に私的な感慨を持って手に取っている。昭和女子大学女性文化研究所でとも
に苦労を重ねた歳月が、この書にかけられた 50 年の後半にほぼ重なるからである。以下、
敢えて伊藤先生と書かせていただく。
　本学女性文化研究所が大学図書館の「女性文庫」に「ゲリッツェン女性史コレクショ
ン」を購入したとき、伊藤先生はベーベル関連文書を、評者はマリアンネ・ヴェーバーの
著作を手に取り、それぞれにドイツ近代の女性運動の研究を続行してきた。この部分につ
いては当時こういう事があったと、走馬灯のように情景が浮かびさえする。東独崩壊とい
う激動の嵐の中から刻々ともたらされる、ライプツィヒやベルリンからの短信を驚きを
もって読ませていただいたこともあった。ソ連邦崩壊後のモスクワの RGASPI のフォミ
チェフ博士には研究所で講演していただいた。20 世紀末の世界史の驚くべき変動なしに
は、この大著もこのような内容になっていなかっただろう。研究対象も研究者の現在も変
動する歴史の中にある。そして何よりもあの信じられないほど多忙な大学教員としての生
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活の中で、伊藤先生はこのテーマを研究し続け、後続する次世代の研究者の為にも、形に
する努力をおこたらなかった、という事実の前に研究者として改めて頭が下がる。先生は
何人もの博士論文を真摯に厳格に指導なさり、自立した研究者として育て上げられた。当
時の院生は既に本学のみならず東京学芸大学やお茶の水女子大学などでも教員となって、
学生を導く側に立っている。
　内容に触れよう。本書は、それ自体ずっしり読みごたえのある「序章」と「終章」に挟
まれて、3 部で構成されている。第Ⅰ部「おいたち・青春・亡命―ヴィーデラウ・ライプ
ツィヒ・パリ（1857-1890）」は 4 章からなる。クラーラの出自から始め、最初のパート
ナーであるロシア人オシップ・ツェトキーンとの出会いと亡命先パリでの生活、息子 2 人
の出産、オシップの死、そしてクラーラの文筆活動が扱われる。ここでクラーラの出発点
が女性労働問題であることが確認される。
　第Ⅱ部「ドイツ社会民主党と第 2 インターナショナル―シュツットガルト時代（1891-
1914）」は 6 章からなる。第 5 章「シュツットガルトでの生活と活動―フリードリヒ・ツ
ンデル／ローザ・ルクセンブルクの出現」、第 6 章「ドイツ社会民主党の女性政策とロー
ザ・ルクセンブルクとの交友」、第 7 章「『平等』の編集・内容と変遷、リリー・ブラウン
との論争、クラーラの追放」、第 8 章「第 2 インターナショナルの女性政策とのかかわ
り」、第 9 章「国際女性デー」の起源と伝搬―米・欧・露、その伝説と史実と」、第 10「ア
ウグスト・ベーベルの『女性と社会主義』―没後 100 年に寄せて」である。それぞれ独立
させて更に論究して欲しいような密度の濃い内容を持っている。芸術と文学への深い理解
をもたらしたであろう夫ツンデルとの落ち着いた生活や、次第に深まるローザとの複雑で
熱い交友は、人間らしさに満ちている。ついでながら、画家ツンデルの作品が常設されて
いるチュービンゲンのクンスト・ハレを伊藤先生が訪問なさった年には、まさに評者も
チュービンゲン大学に留学しており、クンスト・ハレをしばしば訪れていた。
　評者の個人的関心からは、クラーラとの交友から顕ち上がるローザ・ルクセンブルクの
人となり、『女性と社会主義』を生涯改訂し続けた社会民主党党首ベーベルの女性問題に
寄せる真摯な思い、ベーベルの紹介で『平等』執筆に参加したリリー・ブラウンの「家政
協同組合」論や社会政策立法重視の立場からの女性労働者保険論の評価問題、クラーラと
距離はあるものの労働者の状況に強い関心を示していたケーテ・コルヴィッツとの交錯な
どが、格別に興味深かった。1912 年の「バーゼル臨時大会」での母の立場から呼びかけ
るクラーラの反戦演説も印象深い。クラーラの女性運動の方針が第 2 インターナショナル
の女性政策を動かしていることは重要である。
　第Ⅲ部「戦争と革命」は、1914 年から 1933 年のクラーラの死までを扱う。世界でも初
めて公開された貴重な資料を多く用いた内容を含む 6 章からなる。第 11 章「世界大戦・
ロシア革命・ドイツ革命と女性」、第 12 章「ドイツ共産党とコミンテルンの間で」、第 13
章「レーニンとクラーラの、「女性問題」と「3 月行動」に関する対話」、第 14 章「レー
ニン時代のコミンテルンと国際女性運動」、第 15 章「スターリン時代へ移行期のコミンテ
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ルンの女性運動のなかで」、第 16 章「晩年：私的・公的葛藤のなかで」である。ドイツ
（ヴァイマール）共和国の時代にクラーラは、女性参政権実現後 1920 年からドイツ共産党
の国会議員であり続けた。1932 年には 75 歳で最年長議員として国会開会演説をしている。
同時にクラーラはレーニンの生前のコミンテルンで活動し、クラーラの女性運動の方針が
コミンテルンの女性政策に引き継がれた。1927 年のロシア革命 10 周年を境に、スターリ
ンの政権掌握後の、老いと病いのなかの晩年のクラーラについては、これまで詳細には知
りえなかった。ここでは私信をもとにした情報が満載である。ふたりの息子や孫のその後
の消息や、長谷川時雨の『輝く』における、クループスカヤと一緒の写真入りのクラーラ
の死の報道の記述もある。ヒトラーの政権掌握、国会議事堂炎上、ナチの焚書の開始とい
う怒涛の流れのなかで、クラーラはモスクワ郊外で病没、クレムリンの壁に埋葬された。
世界史のなかに生きたクラーラという個人の生身の生の軌跡を、読者としては消化不良な
がら丸ごと追跡した気持ちになる。
　筆者によれば、本書の目的は 2 つ。第 1 に、資料によって可能な限り、クラーラという
人物の実像に迫り、彼女が歴史のなかでどのような役割を持ったかを示す。第 2 に、ク
ラーラの著作や生き方が、世界や日本のジェンダー平等の運動や現在に連なり寄与する点
を考察する、ということである。第 1 点は誰が見ても成功しているといえよう。第 2 点
は、評価が分かれよう。ラディカル・フェミニズムあるいは言説論者からは否定されもし
よう。しかし本書が「国際女性デー」の起源をめぐる探求によって明示したこと以外に
も、現代に連なる諸点がある。クラーラの活動が一貫して国際女性運動を視野に入れてい
たことは明らかである。「社会主義」という名目にとらわれず、その根本に据えられた国
際性を見逃すべきではない。またクラーラは労働運動の歴史のなかで、はっきりと女性労
働者の問題が何かを視野に入れて主張し続けた、最初の人物のひとりであることも間違い
ない。女性と母性・家庭経営の関係性の問題は今もって複雑である。全ての女性にではな
いにせよ、いまだ多くの働く女性にとってこの問題は未解決の二重負担であり続けてい
る。ラディカル・フェミニズムが女性と母性を切り離し、ポスト・モダンの言説論者が生
身の身体を持つ女性からジェンダー問題を切り離して、言説分析に向かった後であって
も、クラーラが取り組んだこの問題を、私たちはジェンダーの問題として、自らの課題と
して考え続けねばならない。
　本書は、「ジェンダー平等と反戦の生涯」という副題を持っている。ドイツ語で書かれ
た表題は正確には「クラーラ・ツェトキーン（1857-1933）。伝記。ジェンダー平等のため
に―反戦、反ファシズム―平和のために」とある。なかんずく女性、しかし全ての人の
ジェンダー平等のために、そして平和のために、というのは伊藤先生の姿勢でもあろう。
先生は、1963 年に新川士郎教授からクラーラ・ツェトキーンの女性解放論を、「このテー
マと心中せよ」と与えられた。50 年をかけたこの研究を本書刊行を以て一応の区切りと
する、と明記されている。先生のテーマは女性問題そのものであって、クラーラ個人では
ないためである。しかし「程度の差こそあれ地球上で、女性が解放されている国というも
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のはまだない」（本書 903 頁）。クラーラが自分の理想の実現を託し（そして実現しな
かっ）た「社会主義」とは何か、という問いにまで視野は広がっていく。混迷する 21 世
紀に入り、ジェンダー平等も世界平和もまだ実現していない。人類の理想社会を求めて、
女性問題と平和希求のための研究は終わらないのである。
　なお同書は、2014 年度社会政策学会賞学術賞を受賞している。深い感謝をこめて、と
もに喜び、また先生のこれからの更なる研究に対し大いなる期待を表明して、この稿を閉
じたいと思う。
（かけがわ　のりこ　　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授）
